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さくらだより
【本年度の重点目標】 

「学び方を身に付け、 

自ら考え続ける子どもの育成」 

令和８年７月 10日 No.12 校長だより 

伝え合い  学び合う  佐古の子

   佐古小学校 

令和８年度標準学力調査（１学期） 

 個人面談の日に個人票の結果を返却します。この学力調査は、普段のテストより問題数が多く、応用問

題もあるので、力を発揮できていない子どもさんもいるかと思いますが、1学期の通知表と合わせて、お子さん

のがんばりや、これからの学びにいかせるポイントを確認していただけたらと思います。温かい声掛けや励まし

を通して、子どもたちの学びを支えていただければ幸いです。 

■４月 23 日に、６年生の全国学力・学習状況調査と２年生から５年生までの標準学力調査を

実施しましたが、その結果が返ってきました。 

国語においては、「伝えたいことを明確に書いたり、内容のまとまりが分かるように書いた

りする」ことに成果が見られました。一方、初見の長文になると「文章のどこに何が書かれて

いるか」を正確に見つけ出すことや、「筆者の最も伝えたいこと」を捉えることに苦手意識が

見られました。読解力は全ての教科の土台です。授業では、自分の感覚や思い込みではなく、

「本文に書かれている事実」を基に考えられるよう授業者も発問を意識しながら取り組んで

いきます。 

算数においては、基礎的な問題は一定の定着がみられるものの、「なぜその式になるのか」

の理由を言葉で説明することにやや課題が見られました。式の意味を考えさせたり、問題場面

を図や数直線で表し、それを言葉で表現させたりすることを丁寧に行っていきたいと思いま

す。 

■学校生活の中で「勉強がわかる」ということは、大きな自信へとつながります。また、自分

の世界が広がり、社会を生き抜く武器を手に入れることにもなります。これからも、一人一人

の「わかった！できた！」という実感を丁寧に積み重ねられるよう、日々の授業改善に努めて

まいります。 


